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長草生労働省

保倹局長外日祭殿

日病会発第140-3号
平成23年 9}ヲ26日

松波法人 日本病院会

会長堺予言

観血的処置・観血的治療前のHIV感染症検査について(要望委)

間連合同エイズ言1-闘が昨年発表した報告書主によると、過去 [0年間で世界の
HIVの新燥感染者は約 20%減少しました。しかし、臼本を含めた東アジアでは

新規感染者が増加している現状にあり、それに伴い HIV感染者が患者として段

療機関を受診する機会も増加してきでいます。

現在、梅毒、 B裂肝炎、 C型肝炎の感染症検変については医療保険による診

療報測の翁求が認められているところですが、 HIV検査については認められてお
りません。一方、ヱイズ拠点病院では耳IV検査が認められているところもある
など、その遼m方法は都道府県により様々であります。
エイズは治療法の進歩で死なない病気になりつつありますが、深刻で危険な

病気であることには遼いなく、母子感染による子供への感染もE重要な問題です。
j等生労働省のエイズ動向委員会によれば、近年は潜伏期が数年と緩い新タイプ

のウイルスが国内外で増加しているためこれまで以上に早期発見・早期治療が

求められています。

感染段階で HIVが検出されれば発症をほぼ抑えられる病気となった現在であ
ればとそ、国策としての感染予防、検査・相談体制の充実、さらにはヱイズ怠

者発生数の減少の観点から HIV 検盗についても、梅様、 8裂肝炎、 C~肝炎と

問機に綴血的処霞および観i伝的治療前の検査として保険請求が認められるよう

姿皇室いたします。

以上
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厚生労働省

健康局長 外山千也殻

臼病会発第140-3号
平成23年 9f.126悶

社団法人 日本病i涜会
会長堺?哲

観血的処龍・観血的治療前のHIV感染疲検査について(要望審)

国連合同エイズ計闘が昨年発表した報告書撃によると、過去 10年間で役界の
HIVの新規感染者は約 20%減少しました。しかし、日本を含めた東アジアでは
新規感染者が織がlしている現状にあり、それに伴い HIV感染者が患者として医
療機関を受診する機会も潜加してきでいます。

現在、梅落、 B型肝炎、 C型肝炎の感染主主検査については医療保険による診

療報酬の議求が認められているととろですが、自IV検査については認められてお

りません。一方、エイズ拠点病続では HIV検ままが認められているところもある
など、その運用方法は都道府県により様々であります。

エイズは治療法の進歩で死なない病気になりつつありますが、深刻で危険な

病気であることには違いなく、母子感染による子供への感染も重要な問題です。

厚生労働省のエイズ動向委員会によれば、近年は潜伏期が数年と短い新タイプ

のウイルスが国内外でま脅加しているためこれまで以上に早期発見・早期治療が

求められています。

感染段階で HIVが検出されれば発症をほぼ抑えられる病気となった現在であ
ればこそ、国策としての感染予防、検査・相談体制の充実、さらにはエイズ患

者発生数の減少の観点から HIV検査についても、梅毒器、 B型肝炎、 C型肝炎と

同様に綴血約処置および綴1宣l的治療t訟の検査として保険請求が認められるよう
姿望いたします。

以上
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厚生労働省

際政局長 大谷泰夫殿

臼病会発第140-3琴

平成23年 9月 26日

社団法人 日本病続会

会長堺常

観血的処器・観.rfrr.的治療前のHIV感染症検査について(要望書)

国連合同エイズ苦j-ffiuが昨年発表した報告替によると、過去 10年間でtu:界の

H1Vの新規感染者は約 20%減少しました。しかし、日本を含めた東アジアでは

新規感染者が橋加している現状にあり、それに伴い HIV感染者が患者として医

療機関を受診する機会も増加してきでいます。

現夜、梅毒、 B型肝炎、 C型肝炎の感染液検査については医療保倹による診

療報酬の議求が認められているところですが、 H1V検査については認められてお

りません。一方、コニイズ拠点病i淀では H1V検奈が認められているところもある
など、その運用方法は都道府県により様々であります。

エイズは治療法の進歩で死なない病気になりつつありますが、深刻で危険な

病気であることには違いなく、母子感染による子供への感染も蚤婆な問題です。

厚生労働省のエイズ動向委員会によれば、近年は潜伏期が数年と短い新タイプ

のウイルスが国内外で鴻加しているためこれまで以上にI手期発見・早期治療が

求められています。

感染段階で註1Vが検出されれば発症をほぼ抑えられる病気となった現在であ

ればこそ、関策としての感染予紡、検査・相談体制の充実、さらにはエイズ患

者発生数の減少の綴点から詰1V検設についても、梅若彦、 B裂肝炎、 C裂肝炎と

問様に緩lfrr的処鐙および観血的治療前の検査として保険言者求が認められるよう

要望いたします。

以と
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伝病会発第140-4号
平成23年 9fl 27日

社会保険診療報酬支払基金

理事長 河内山哲朗殿

社団法人 日本病院会

会長堺常

観i血的処霞・観血的治療前のHIV感染症検査について
(要望書提出報告)

拝啓 時下ますますご策本手のこととお慶び取しあげます。

1Jl~誌は本会絡事業に格別のご現脅卒、ご協力を賜り j挙くお礼申しあげます。

さて、このたび日本病院会は、ご案内のようにわが間においてはエイズ慾者

の増加という役界の動向とは全く災なる本感染症の現状に鑑み、別紙のとおり

厚生労働省へ要望惑を提出いたしましたのでご報告いたしますとともに、今後

ともよろしくご潟邸のほどお綴い申しあげます。

敬具



5

日病会発第140-4号
平成23年 9sl 27日

留民健康係険中央会

I理事長 柴田雅人殿

社関法人 B*病院会
会長堺常

観鼠的処置・観血的治療前のHIV感染症検査について
{要望書提出報告)

持軍~ n寺下ますますご清祥のこととお慶び申しあげます。
平書誌は本会務事業に格別のご草~J9卒、ご協力を賜り j事くお礼申しあげます。

さて、このたび日本病院会は、ご案内のようにわが国においてはエイズ患者

の潟加というIi!:界の動向とは全く異なる本感染疲の現状に鑑み、7JIJ紙のとおり

j写生労働省へ姿毅設を提出いたしましたのでご報管いたしますとともに、今後

ともよろしくご高配のほどお願い申しあげます。

敬兵


